
1 

第 3～6 回調布のまちづくりを考えるワークショップ 開催概要 

 

日時・場所： 

午前の部：午前９時３０分〜午前１１時３０分 午後の部︓午後１時３０分〜午後 3 時３０分 

① 第 3 回 ２０２２年８⽉２０⽇（⼟）⻄部地域 第三⼩学校 

② 第 4 回 ２０２２年８⽉２１⽇（⽇）北部地域 北ノ台⼩学校 

③ 第 5 回 ２０２２年８⽉２７⽇（⼟）東部地域 若葉⼩学校 

④ 第 6 回 ２０２２年８⽉２８⽇（⽇）南部地域 布⽥⼩学校 

  

参加者(午前午後合計) 

  ① 15 名 

  ② 15 名 

  ③ 10 名 

  ④ 11 名 

 

【ワークショップの趣旨】 

・調布の東西南北各地域について日々感じていることを、地域にお住まいの方同士で自由に意見交換し

ながら、身近にあるまちの課題や良い部分、改善策などのアイディアを分野別にまとめる。※結果につ

いては，計画検討の参考とする。 

 

【プログラム】 

１．開会 

２．これまでの検討経過の説明（都市計画マスタープランについて） 

３．グループでの意見交換 

「交通」・「住環境」・「環境」・「景観」・「福祉」・「防災」・「地域活性化」に

関する東西南北各地域の良いところ・改善すべきところ・改善策の検討 

４．発表 

５．閉会 

６．将来像に関するキーワード提出 

 

【当日の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部地域 北部地域 南部地域 東部地域 

意⾒交換の凡例 
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⻄部地域の良いところ 

分野 意⾒  

交通 

・駅へのアクセスが良い（⾄便）ex ⾼速道路  

・道路網が細かくはりめぐり便利  

・⾼速道路下、遊歩道がいつもきれいで気持ちが良い  

・交通の⾯で良い地域と思う  

・⾶⾏場は現状以上の発着は望まない  

・ミニバスが便利  

・⻄調布駅前のロータリーが気持ちが良い  

環境 

・武蔵野の森が素晴らしい  

・武蔵野の森公園が気持ち良い  

・武蔵野の森、桜並⽊、⾶⽥給駅前などの憩いの場がある  

・武蔵野の森公園は緑が多く、利⽤者も多く素晴らしい！  

・味スタ周辺の緑が多く癒される。桜の時期は素晴らしい！  

・⾶⽥給、⻄調布駅前の花壇やハンギングに癒されている。  

・⻄調布駅⾶⽥給駅や街の所々に花壇があって癒される。  

・⾼速第四公園、花壇がいつもきれいになっている。  

・⻄部公⺠館で成⼈学紙として活動している。SDGs、循環型花壇を⽬指し、バイオネストで
堆肥作りをしている。将来的には花壇に腐葉⼟（肥料）として利⽤していきたい。 

 

・凸凹⼭公園の⾃然は今後も残して欲しい  

・スポーツ、緑地、川、公園など施設がたくさんある  

・公園の数が多い  

・武蔵野の森公園は⼿⼊れが⾏き届いていて気持ち良い  

・緑が多く川や⽤⽔路などがある。凸凹森は⾃然のままにしてほしい！  

・神社を中⼼として⾃然環境が豊富  

住環境 

・⻄部公⺠館があり活動していること  

・⾶⽥給にスーパーマルエツが開店し買い物がしやすく、助かっている。  

・緑が多く⽔害以外は⽐較的住みやすい  

・毎⽇凸凹⼭と公園の⾃然に癒されています。  

景観 

・⽥園⾵景が残っている（⼤規模農地もある）  

・京王線に乗ると帰ってきたなとほっとする  

・毎⽇凸凹⼭と公園の⾃然に癒されています。  

地域 
活性化 

・味スタでのイベントや楽しい事が多い  

・⾶⽥給駅前が整備されて夏祭り等が開催され若い世代家族も参加しやすくなった。  

・近くの農家で新鮮な採れたて野菜が安く⼿に⼊る。  

 



3 

  

⻄部地域の改善すべきところ・改善策 

分野 意⾒  

交通 

・⻄調布駅南側の歩道が狭い。  

・歩道が狭い（坂道）  

・⻄調布駅周辺の踏切による交通利便性が阻害されている  

・⼦供も登下校に危険がある。⾼齢者が歩きづらい。  

・⻄部地域の問題点は南北の広い道路が必要  

・⾃転⾞で安⼼に⾛れる道を多くしてほしい  

・危ないところがまだ多い  

・⻄調布踏切歩⾏者，⾃転⾞の通るスペース狭い  

・⻄調布駅品川通りより⼀⽅通⾏で不便  

・⾃転⾞，歩⾏者の交通量多い⇔歩道が狭い（旧甲州）  

・道路の整備が急務  

・道路整備  

・道路拡幅により結果的に商店が減少している  

・安⼼して歩ける⾞いす，⽼⼈⾞。歩道が少ない。  

・市全体で建売建築など情報を早く得て道路の整備を  

・富⼠⾒町全域は⾼齢者が多くミニバスを通してもらいたい  

・マイクロバスぐらいの⼩さい⾞両で細い道にも  

・ミニバスは不便でバス停は近いけどほとんど使ってない  

・市，ミニバス路線をもう少しきめ細かくしてほしい  

・ミニバスに関して ルート変更・増設，本数増，そもそも道路を広くしてバスが通れるよ
うにする 

 

・通過⾞両が多く危険  

・三丁⽬からは坂，階段が多く⾞いす等は⼤変  

・多摩川への横断歩道を増やしては？  

・⾶⽥給 3 丁⽬交通，買い物不便  

環境 

・味スタ周辺で桜の時期はもっと PR すべき。座って⾒られる環境を。  

・⽥や畑がなくなって緑が少なくなっている  

・公共⽤地跡地を活⽤して公園を確保。  

・公園が少ない（⾶⽥給，上⽯原）  

・⾃然の姿を活かした公園などに活⽤。となりに保育園あり。活⽤できる。  

・⻄調布駅周辺（⻄側）緑が少なく，特に夏歩くのがつらい  

・真⽊家住宅とその周辺の緑地を有効活⽤  

・保全活動の拠点として使えるようにしてほしい（第３⼩周辺）  

・若宮⾃然公園前の坂道が⾒通しもあまり良くなく，事故が起こりそう。  

・若宮⾃然公園横の空き地を整備する（私有地かもしれません…）  

・農住を集約しては？  

・⽣産緑地法の期限切れに依る農地を市で貸り上げ公園などにする  
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分野 意⾒ 

福祉 
・⻄調布駅南⼝で朝，登校時，スクールゾーンが必要。 
・公⺠館，児童館が古く狭い 

防災 

・避難所の整備をさらに⾏う。避難所のキャパシティなどを考えて，それぞれが安全でベスト
な避難所に⾏けるようにする 
・⺠間の避難所を増やしてほしい（すぐに逃げられる場所） 
・避難所が少ない 
・⺠間の避難所を確保してほしい 
・避難所機能の充実 
・避難先，場所を増やす。 
・⻄部地域は⽔害の場合避難所が少ない。また具体的に指⽰がない。 
・コロナ後の防災訓練で避難所のキャパの⼩ささに驚いた 
・⾏政で避難場所を私企業 or 私団体に交渉し，いざという時に提供して貰えるようにすべき 
・どこの避難所が混んでいるのかなど情報提供が必要。 
・避難所⼈数が事前にわかるようにしてほしい 
・防災無線は感度の良いものにしてほしい（避難に役⽴つ） 
・避難所などは近隣市とも連携 
・⾞と⼈の避難場所を別にする 
・災害時の避難⽤の道が無い 
・防災福祉の部署もワークショップに参加を 
・H19 台⾵で配布⾷料がアルファ⽶しかなく準備が⼤変だった。とりあえずクラッカー欲し
い。 
・⽣活はしやすいが⼤きな道路があって危ない！防災の場合の考えをちょっと変えたほうが良
い 
・多摩川の氾濫が⼼配です。 
・はけがあるが川砂が混じった⼟などが⾬で削られ古⽊が倒れたら⼤変 

・⾃治体だけでやろうと思わない（⾃助，共助など） 

住環境 

・いそじろう公園の⼊り⼝が道路側にあるので危険では？ 
・⼊⼝を改善。ボールが出ないようにネットだけでなくボードも 
・都市計画道路，調 3・4・4 の事業化で地域が⼤きく変わる（幅 16m 道路） 
・地域のつながりをどうやって維持するか 
・関連道路も整備されるので⾼齢者が安全に歩けるようにしなければならない 
・⼿紙を出すのにポストが少ない。歩いていけるところにない。 
・⾼齢化，核家族化が進み地域活動が下がり，コミュニケーションが低下。 

・住居専⽤地域は環境がよかったが，⾼齢者が多くなり⽣活が不便になった。 
・店が少なく買い物がむずかしい 
・⾼齢者が憩える公園がない 
・⾃治会やボランティア活動を⽀援してほしい 
・⾼速道路の修復⼯事でいろいろな施設が閉鎖され集会がしにくくなってきた 
・市の空き家の活⽤ 
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分野 意⾒ 

地域 
活性化 

・コロナ禍という理由が⼤きいと思うが，⻄調布エリアの住⺠向けイベントが少ない。 
・地域活動の促進⽀援プログラム具体的？ 
・⻄調布駅周辺のお店が少ない（街ならでは！というレストランやお店がない） 
・個⼈商店の⽀援，リクルーティングの促進（⻄調布駅周辺） 
・⼤きなスーパー１つできるだけでも周辺が活性化する 
・地元の⾃治会への市からの⽀援の充実 
・ボランティアへのサポートの充実 
・郷⼟博物館が管理している真⽊家住宅を⾒たい。活⽤してほしい。 
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⻄部地域の 20 年後の望ましい姿 

分野 意⾒  

地域全体 

・住み続けたい安⼼のまちづくり  

・⼈々のあたたかい助け合いのまちづくり  

・空き地，耕作放棄地，解除された⽣産緑地の管理，集約，活⽤  

・にぎわいのある町（駅周辺）  

・憩える町（⼈，道，緑）  

・⼈と⼈のつながりのある町（挨拶，防災⾯，安全⾯）  

・地域で⾒守り・育む⼦供たちにやさしいまちづくり  

・⼦どもたちが⾃然とたわむれるまち  

・世代を超えて楽しむことのできるまち  

・徒歩圏で安⼼して住み続けられるまち  

・都⼼に近く利便性の⾼いことと⾃然の豊かさを兼ね備えたまち  

・住宅地としては良い地域と思う。しかし道路の改善がされると防災上も安全になると思い
ます。道路が良くなると地域全体が改善される。 

 

・地産地消  

・⼦育て世代，⼀⼈暮らし，⾼齢者，外国⼈ etc 全員が住みやすい街（ダイバーシティー，
インクルージョン） 

 

・⾼齢化対策，若い⼈が多く住めるように  

・町の商店を守ること  

交通 
・交通の利便性が⾼く安全なまち  

・⾼齢化しても買い物は必要ですのでミニバスの路線の⾒直しをしてほしい。特に⾶⽥給 3
丁⽬⽅⾯ 

 

環境 

・豊かな⾃然を残し，市⺠が憩える⼤規模な⾃然公園を作っていきたい  

・花と緑とうるおいのあるまちづくり  

・緑の維持，管理  

・⾃然との共⽣（緑化，ゼロプラ，カーボンニュートラル）  

・⽥，畑，農地を守ること  

福祉 
・宅配などの⾼齢者サポート  

・⾼齢者が健康で活動できる場所がほしい  

防災 ・多摩川への備え，体制作り  

住環境 
・⾼齢者が安⼼して暮らせる街づくりをしていきたい（買い物等，ミニバス利⽤）  

・⾃分の⼦供，孫たちが⻑く安全・安⼼に暮らせる住みやすいまちづくり  

・都会から帰ってくるとホッとするまちづくり  

地域 
活性化 

・味の素スタジアムや武蔵の森総合スポーツセンター等スポーツや各種イベントを多く開催
して街の活性化を図っていきたい。 

 

その他 
・地域資源マップに実篤公園も⼊れてください  

・IT，情報スピード up  
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